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  男女雇用機会均等法改正に向けて  
  ～9.11衆議院選挙には、男女差別をなくす議員を選ぼう～ 
 

この秋、労働政策審議会は大詰め、次は国会審議会雇用均等分科会は、去る７月２7日、 

その審議状況について「中間的とりまとめ」を公表し、厚生労働省はこれに対する一般の 

意見を８月１日から８月３１日まで募集しました 

 

！ １０月例会のご案内「リブ～フェミニズムを語る」 
  今評判の「30年のシスターフッド-‘70年代ウーマンリブの女たち」 

の上映会とトークです     
10.月 15 日（土）18：30～ つながれっと NAGOYA  

               詳細は 11 ﾍﾟｰｼﾞを 

 

 ＝ＣＯＮＴＥＮＴＳ＝ 

■男女雇用機会均等法改正に向けて・・3  ■資料室：ミニコミ情報・・14～15 

■報告：夏合宿報告・・4～6 

■万博カナダパビリオンの文化的プログラム・・7～8 

■女の映画評「タッチ」・・9～11    

■ＷＷ10月例会のお知らせ・・11 

 ■報告：憲法 24条改悪を阻止し男女平等を進める集い・・12～13 

 

http://www.03.u-page.so-net.ne.jp/


 

     

 

● この秋、労働政策審議会は大詰め、次は国会審議会雇用均等分科会は、去る７月２7

日、その審議状況について「中間的とりまとめ」を公表し、厚生労働省はこれに対する

一般の意見を８月１日から８月３１日まで募集しました。 

 WW は、このパブリックコメント募集に対し、多くの方に意見を提出してもらいたいと、パソ

コンのアドレスを把握している方々に、度々呼びかけ、８月２４日には、事務局会議でいっ

せいに書き上げ郵送をしました。（アドレスを把握してない方には、連絡が行きませんでし

た。これを機に再度、WW のメーリングリストに加わっていただきたいと思います。随時情

報を流しています。申し込みは、WWS1986@hotmail.comへ） 

  この動きは各地で取り組まれました。今のところどれだけの人が意見を提出したか不明

ですが、それを参考に審議会の議論が進みます。9 月 10 月には、６回の審議が予定され

ていますので、集中的に均等法改正の法案の中核が決まると思います。この時期にも、

厚生労働省や審議会に対する働きかけが各地で予定されています。 

● ここで、議論の整理 

論点は次の７つです。わかりやすくするため、労働者側委員の意見を記します。①男

女双方に対する差別の禁止をいれるとともに、男女とも仕事と家庭の調和を、目的・理念

に規定する②妊娠・出産等を理由とする不利益取り扱いを禁止し、ILO 母性保護条例批

准と出産手当金の給付率引き上げる③間接差別を禁止する。男女差別採用の形を変え

たコ-ス別採用や、パートの女性差別是正に有効④「募集・採用」「仕事の与え方」も差別

禁止とし、「雇用管理区分」を見直すとともに、均等法にも賃金差別の禁止を規定する⑤

ポジティブアクションを効果的に推進するため、事業主に行動計画の作成と実行を義務

づけ、奨励措置を検討する⑥セクシャルハラスメントについて配慮規定から義務規定とし、

紛争解決援助や公表制度の対象とする⑦政府から独立した性差別救済委員会を都道

府県単位で設置し、使用者の立証責任の転換を明記する。罰則付き是正勧告・命令が

出せるようにする。 

以上ですが、使用者側委員はことごとく反対しています。 

 

 

男女雇用機会均等法改正に向けて 

         ～9.11衆議院選挙には、男女差別をなくす議員を選ぼう～ 
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次は国会、９．１１衆議院選挙に行こう 

改正均等法案がどういうものになるか、選挙の結果が大きく作用するのは 

いうまでもありません。 

 審議会の答申後、厚生労働省によって法案が作られ、国会に上程され、厚生労働委員

会の議論を経て本会議へということになりますが、そのどの場面においても働く女性の側

の政策を推し進める議員が多ければ、先の７つの争点は、私たちにとって有利に展開す

ると思います。 

そのためにも、男女差別をなくす世の中にする議員を見極めて、投票しましょう。また、

11 月６日は、国連女性差別撤廃委員会委員のショプ=シリングさんの名古屋での講演会

も予定されています。世界の中の日本の女性を考える好機と思います。（O） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちょっと一言 

 

国連女性差別撤廃委員会（CEDAW）は、2003年 7月日本における女性差別撤廃条

約の実施状況をチェックし、国内法で間接差別禁止を定義し、周知するよう勧告

しました。「直接差別」の禁止だけでは日本に残る根強い男女差別は解消されない

ことを指摘したものです。｢総合職｣「一般職」などのコース別雇用管理を挙げ、 こうした

「間接差別」を法律で明確に差別として国内法で定義し、周知徹底させること。さらにコース

別雇用管理について出している指針などを改正し、差別解消に向けて努力するように勧告

している。このほか民法に規定されている夫婦同姓や結婚できる年齢の男女差、婚外子へ

の差別扱いにも懸念を示し、これらの条項を廃止することを求めています。 



 



 

 

 

 

合宿に参加して   吉田 ひとみさん（会員） 

 これまでずっと名前だけの会員であり、ずっと専業主婦でいた私でしたが  

資格を取って、「ワーキングウーマン」として久々に愛知県に戻ってきました。  

奥田さんに誘われるまま（？）に合宿に参加しました。  

 しかし正直に言って、これまで会報は斜め読み、労働問題関係もずっと  

ご無沙汰していたので、メインであった勉強会はよくわからなかったです。  

ただ、おととしにヌエックに行った時にも、日本は海外からの圧力に弱いから  

それをうまく利用するとよいという話を聞いた覚えがあります。  

そういうこともきちんと利用してやっているのだなと思いました。  

 ＷＷの作製したビデオを授業に使ってみての話は興味深かったのですが、  

私自身そのビデオを見ていないので何とも言えないというところがありました。  

でも、「地下鉄の運転手」は、前に住んでいた宮崎では地下鉄などないので、  

そういう職種を選ぶこと自体が都会の話だなと思いました。  

 学会でイタリアに行った話も面白かったです。私は今時珍しく海外にまだ一度も  

行ったことのない人間であり、今回合宿に集まったＷＷのメンバーがみな海外旅行に  

よく行っているようなのでとてもうらやましく思いました。これまで看護大学で  

若い人たちといっしょに学生をしていたので、全く違う世界だなと思いました。  

 宿泊したホテルの食事はおいしかったです！岩盤浴は私には熱くて向きませんで

したが。  

（個人的なご挨拶）   

 久々に名古屋の方へ戻ってきたので機会があれば、ＷＷの例会にも顔を出したいと

は思っています。でも、まだ就職 1 年目の新人でありますし、「助産師」という専門

職に就きましたので そちらの方の勉強をしなくてはなりません。「助産師」として女

性の生き方を応援したいと思ってこの職を選びました。リプロダクティブヘルス/ラ

イツの視点から考えてみたいと 思っています。よろしくお願いします。  

ことしの夏合宿のテーマは「交流、親睦、そして特に癒し」です 

夏合宿報告 



『新ビデオを授業で使いました』報告者 高橋清美さん 

 昨年から一年がかりでとり組み、作り上げたビデオ『仕事はいっぱい！何でもなれ

るぞ女の子、男の子 partⅡ』は、順調に売れ行きを伸ばしている(ハズ)。そうなると

知りたいのが、ビデオを見た人(中・高生)の反応だ。そこで今回の合宿では、実際に

このビデオを中学校の授業で使い、反応を確かめた中学校教師、会員の高橋清美さん

に来ていただいて、お話を伺った。高橋さんは、前回のビデオを作った時のスタッフ

でもある。 

高橋さん自身の、このビデオに対する感想としては 

｢一作目に比べ、職業に広がりがある｣「身近な職業が取り上げてある」 

という所は評価しつつも、 

｢一作目に比べ、メッセージ性が薄れたのではないか。今回のビデオは、ややインパ

クトが薄い気がする｣「起業というメッセージがあるなら、もっとそれがはっき

り分かる構成が必要だったのではないか」｢出演している人が、なぜその職業に

ついたのか、という所がはっきり出ていない｣｢社会貢献としての職業、という観

点が必要だったのではないか｣という辛口の感想も頂いた。更に技術的なところ

では、｢キレイにまとめられすぎていて、サラサラ流れてしまう。もっと区切り

を明確にした方がわかり易かったのではないか。教えるほうは、職業ごとに区切

って間にクイズを挟むなどの工夫が要りそう｣などの指摘も。 

これに対し、制作にかかわったメンバーからは、「今回は、好きな仕事につくと楽し

い」｢仕事の様態は、現在は多岐に渡っている｣など、一作目とは違う描き方をし

たという説明があった。また、今回は制作の現場スタッフに、実際番組が制作し

ているプロが多数かかわった事で、内容がスムーズに流れすぎたかも、という話

も。 

さて、中学生の感想だが 

・ どの仕事も責任があるものなので、大変だけど楽しそうでした｡自分の好きな事が

出来たらいい 

・ やっぱり好きな仕事をすることは大切だなと思った｡僕も好きな職業につきたい

なぁ～と思った 

・ ペットシッターなんていう職業があるなんて知らなかった。自分のやろうとして



いる以外にも、捜してみれば、もっと自分に適している職業があるかも知れない･･

という気がしてきた。これからはもっと視野を広くして、いろいろな職業を見て

いきたいと思った 

など、こちらの意図をよく汲み取ってくれた感想が多く、思わずニッコリ。 

高橋さんによると、この中学校は、春日井市の中でもレベルが高く、生徒も教師の伝

えたい事を察する力があるということだが、こちらの伝えたい事は、大体伝わってい

るようだった。そのほかには 

・ 夢が叶った人の話だけ見たから、少し現実性がうすかった 

・ 職種が一般的 

など、なるほど・・・というスルドい意見も。次作に期待・・・などというどこかで

聞いたような記述には苦笑。 

今年出来上がったばかりで、次のビデオ作りなどは現実的ではないけれど、冗談で言

われているのは、｢次は、『何でもなれるぞ高齢者』というタイトルで作ろうか｣とい

うもの(笑)。これなら、WWなら出演者には事欠かないかも…。 

高橋さんのお陰で、ビデオが実際に使われている様子や、それなりに中学生にこちら

の言いたかったことが伝わっている事ともわかって、有意義だった。(高野) 

 

 

均等法改正について 住友化学男女差別裁判元原告 石田 絹子さん 

出版されたばかりの「「公序良俗」に負けなかった女たち」 

は住友裁判 10年の記録と大阪のワーキング・ウィメンズ 

ネットワークの歩みを中心に 540ページにわたり、正に 

女たちの闘いの記録がかかれています。ＷＷは裁判の元 

原告でもある石田絹子さんに大阪から来ていただき「生の 

声」で思いを語っていただきました。裁判を続けるという 

ことは本当に大変なことなのでしょうが、石田さんの口 

からは、まるで「万博に行って、ホント大変だったのよ！」 

というごとく明るく、楽しく言葉が飛び出し参加した 

メンバーも引きずりこまれるように聞き入りました。  



ＶＷＷＮ（ワーキング・ウィメンズ・ネットワーク）は大阪を中心としたグループで

会員はなんと 800名。会員数だけではなく活動も非常に活発で均等法改正の要望書を

東京に出向き直接、労働政策審議会雇用均等分科会に手渡したり、世界国際女性会議

に参加し発言をしたり、もちろん多くの裁判の支援も続けています。このエネルギー

は 

いったいどこからくるのか？ＷＷ事務局として反省材料をいっぱいもらった会合で

した。一人ができることは限られているけど、人が集まりより大きな力となっている

ＷＷＮの話を聞いて、ＷＷのこれからを考えています（きく）     

 

 

 

 

万博カナダパビリオンの 
文化的プログラム  

 
 
 
 カナダパビリオンでは様々な文化的プログラムが開催されています。その中でＷＷの関心が

ありそうな企画にお誘いがありましたので、参加した感想を紹介します。 

■７月２４日 フランス・デーグル自作朗読会 

 フランス・デーグルさんはカナダ東部アカディア地方の作家で、その地方の方言（新旧フランス

語に英語が混ざったような言葉）で作家活動を行っています。少数派である自分達の文化とアイ

デンティティに誇りを持って、自分達の言葉を守ってきました。会場はフランス語（通訳つき勿論）

と日本語が飛び交い、カナダはフランス語の国でもあることを実感しました。 

■８月１２日 サンダース宮松敬子「カナダの同性間結婚について」 

 カナダでは今年７月に同性間の法律婚が認められました。オランダ、ベルギー、スペインに続

くものです。宮松さんはカナダでジャーナリスト、作家として活躍されていますが、この法制化に

至るまでの経緯や現状について熱心に語ってくれました。 

 同性愛者はカナダでもマイノリティで、１９６７年までは犯罪とみなされていたそうです。しかし、

「国家が国民の資質に立ち入る権利はない。」という考えのもと、少しずつ権利を勝ち取ってきま

した。今では職場や学校で同性愛者がいることは普通で、ゲイの子ども達の学校も１校あるそう

です。けれども法制化の際も下院で１５８対１３３の可決だったように、決して反対派がないわけ

ではありませんし全く問題がないわけでもないのです。 

 それでも、フランス・デーグルさん同様、カナダは少数者に対して配慮し、多様性を尊ぶ国です。

 



いろいろな国から来た人達の国であるため、多文化主義のモザイク国家として、少数派を切り

捨てることがないよう努力しています。一方、日本で宮松さんは、著書の出版社探しに大変苦労

されたそうです。このような問題は日本では難しいという見方からです。しかし、同性愛者に限ら

ず個人の在り方をどう国家や社会が認めていくかという問題は、私達にとっても大きな問題です。

講演を逃した方には宮松さんの著書を是非お読みになることをお勧めします。（Ｆ） 

参考『カナダのセクシュアル・マイノリティたち 人権を求めつづけて』教育資料出版会 

■ ８月２５日 -ハンナのかばんをめぐって- 

ある日、東京ホロコースト教育資料センターを運営する石岡史子さんの手元に、ハンナ・ブレ

イディ（孤児）と書かれたカバンが送られてきます。彼女が、同センターで展示するための品物を

貸し出してほしいとアウシュビッツ博物館に依頼したのにこたえて送られてきたものでした。この

カバンはセンターに集まってくる子どもたちの興味を引き、石岡さんはハンナをたずねてドイツに

旅に出ることになります。そして、ついに亡くなったハンナのお兄さんのジョージ氏が生存してい

ることを突き止めます。ジョージ氏は今ではカナダに住んでおり、石岡さんはトロントまで氏を尋

ねます。そしてその町のタウン誌に載った邂逅の小さなニュースに心を惹かれたのがカレン・レ

ビンさんでした。ユダヤ人のカレンさんは、石岡さんと出会い、石岡さんの目くるめく旅を青少年

向けの本にすることにしました。そして、この本は現在世界 30 数ヶ国語に訳され人々に読まれ

続けています。 

この日のイベントは、お二人のお話をうかがうというものでした。実はカレンさんも石岡さんも、

想像していたよりずっと若く３０～４０代。また、当日は C 高校の生徒の方が４０人近く招待され

ていて、熱心にお話しに聞き入っていました。カレンさんや石岡さんのような大戦からずいぶん

経ってから産まれたひとたちが、さらに若いひとたちにホロコーストの記憶をつなぐ役割を担って

いるのにすこし驚き、とても頼もしく感じました。（B） 

参考『ハンナのかばん-アウシュビッツからのメッセージ－』ポプラ社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



女のいろめがね 

 

－ワタシが甲子園に連れて行く！－ 

 

 

●夏の定番、甲子園 

お盆のころ家にいると、ついテレビに手が延び、高校野球を観ることになってしまう。

別に郷土チームを応援しようという気持があるわけでもないし、ピチピチ若い男子を

眺めて楽しもうという邪心があるのでもない（まあ、１６、１７といったら単なる可

愛いコドモですがね）。甲子園の空にクッキリそびえる入道雲と、カッセーカッセー

という声に｢ウンウン夏だなあ｣という季節感を味わいたいだけかもしれない。しかし、

各チームのベンチが映ると、無意識に女子マネージャーの姿を捜してしまうのは、｢女

子マネ論争｣（後述します）を、心のどこかで引きずっているからだ。今年は｢監督の

お嬢さんがマネージャーとしてベンチ入り｣というアナウンスがいくつかあって、こ

れにも｢ん？｣と耳が立った。女子マネを、最も管理し易い自分の娘にするなんて、そ

んなのアリ？そんな折、まさに｢女子マネ元祖｣みたいな主人公が出てくる、あの『タ

ッチ』を上映しますという連絡。普段だと、まあ、パスかなァというタイプの映画だ

けれど、今回は観る気で見に行った。 

●誰でも知ってる神話的ストーリー 

上杉達也（斉藤祥太）と和也（斉藤慶太）は双子の兄弟。隣りに住む朝倉家の一人娘

の南と双子は、何をするのも一緒の幼馴染みだ。同じ高校に進学した３人。弟の和也

は、好きな南の夢をかなえるため、野球部のエースになって甲子園出場を目指し、南

は野球部のマネージャーになる。南は和也の気持を知りながらも、密かに達也に惹か

れている。決勝の朝、和也は交通事故に遭い、帰らぬ人に。和也の意思を継いで、達

也は野球部に入部するが…。 

犬童一心監督は｢『タッチ』は神話のような話｣と語っている。ある家に男の双子が生

まれ、同時にその隣りに女の子が生まれた…という設定が出来た瞬間に、その後の物

語は自然に流れ出す。男の子２人とも女の子が好きになるに決まっているし、女の子

は優等生より不良っぽい男の子に魅かれるものと、これも決まっている。双子が一人

の女の子をとり合ったら、醜い争いが起きる前に、一人は消えなくてはならないし…。

ナルホド、神話だ。女の子の繊細な心理を描くことにかけては、今や大林宣彦監督を

抜き、当代一といってもいい犬童監督はツボをはずさない。キャスティングもピタリ

とハマって、｢感じのいい｣映画に仕上がっていることは間違いない。しかし、どうし

てもひっかかるあの決めゼリフ、｢南を甲子園につれていって！｣…ウーン、今でもや

っぱり女の子は“つれていって”というのか…。 



●女子マネ論争の経緯 

女子マネ論争というものを簡単にまとめると、こういうことになる。 

① スポーツ部女子マネージャーが増加したのは１９６０年代。７０年代に定着し、

８０年代にはこの『タッチ』の南チャンブームもあって、一層増加した 

② しかし一方、８０年代後半から、｢女子マネージャーは、女子が雑用を引き受け男

子が活躍するという、女性差別構造の上にあるのではないか｣という提議が朝日新

聞を中心になされ、論争がはじまる。女子マネージャー自身からの｢形は違っても、

甲子園をめざすのは選手もマネージャーも同じ｣と言う反論もあった 

③ ９６年に、女子マネージャーがベンチ入りを許可されたことで、｢一件落着｣とな

り、その後、論争は起きていない 

(参考資料『女子マネージャーの誕生とメディア』高井昌吏著／ミネルヴァ書房刊) 

大まかに言えば、こんな経過だ。えっ、女子マネのベンチ入りで問題解決？と肩透か

しを食らった気分は､今でも残っている。 

●映画の中の女子マネ 

映画『タッチ』の南チャンは、女子中、高生が憧れそうな｢女子マネ像｣そのままだ。

チームのマスコット的存在で、男の子たち全員から愛され、その恋愛すら皆に祝福さ

れる。しかし女子マネ南がやっている仕事はほぼ雑用。掃除したり道具の修理をした

り、試合前にはマスコット人形を作ったり…。犬童監督は､サスガにやっぱりこれだ

けではアカンと思ったのか、(あるいは｢女子マネ論争｣について、多少の認識があっ

たのか)映画では南を｢いかにも母性的な雑用係｣の姿から、一歩抜け出させる。和也

が死んだあと野球部に入ったものの、なかなかチームにとけこめず、またチームメイ

トからも白い目で見られている達也のため、南自身がキャッチャーになってその球を

受けるのだ。彼女は愛する男のため、またチームのために、実際に体を張ってプレイ

に参加していく。｢何投げてんのよ！｣と叱咤し威力のある球を体で止める。ここはな

かなか迫力がある見せ場になっている。原作では、南ファンのキャッチャーのコに、

｢バ、バカ！やめろ、うけ損なって顔にでもあたったらどうするんだ！｣と止められて

その座をゆずる…という設定なので、それに比べると、参加度合にかなりの差が感じ

られる描き方だ。 

●能力の高い女子マネージャー 

女子マネ論に、多くの人が関心を持ち論争に加わったのは、それが｢ホモソーシャル

な（同性同士の強い連帯意識。性的なものは含まない）男性集団の中で、女性がどう

自分の存在価値を見出していくか｣という、日本の女性たちの問題意識とも重なった

からだと思う。この集団の中に入りこむのは相当に困難だとはいえ、相手も自分の技

術に誇りを持つプロ、その集団に本気で認めさせるようなプロ的能力と、冷静なヤル

気を見せて入っていくしかない。高校野球で言えば、本来は男女の枠をとっ払い、男

女どちらの選手も試合に参加でき、ベンチ入りできるようにするのがほんと。リトル



リーグにこれだけ女子が参加している状況を、高野連はなんと思っておるのか！と、

その時代錯誤に嫌気がさすが、しかしそれが叶わないなら仕方ない。女子は、野球部

のマネージャー能力を高めるしかないだろう。選手の状況把握、他チームの情報収集

などで監督とともに作戦立案にまで加わる力を持ち、スポーツマネージメントを学ぶ

とか、審判員の資格をとる、選手の精神的ケアを受け持つなど、｢チームのソフト部

門の、能力ある専門家｣になって行く必要がある。そうなれば、女子マネはチームに

本当に不可欠な存在になっていくはずだ。｢女子マネ全国協議会｣のような、横断的な

情報交換組織も要るだろう（もうあったらゴメンナサイ） 

次世代の南チャンは、｢私を甲子園に連れてって｣ではなく、｢私が甲子園に連れてっ

てあげる｣になってほしいものだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「リブ～フェミニズムまでを語る」 
 

今評判の「30 年のシスターフッド-‘70 年代ウーマンリブの女たち」の 

上映会とトークです 

 

日時 2005 年 10 月 15 日（土） 18：30～21：00 

場所 つながれっとＮＡＧＯＹＡ 地下鉄、ＪＲ「鶴舞」駅下車 

会費 1000 円（ＷＷ会員 500 円） 

申し込み wws1986@hotmail.com か FAX  020-4664-6639 

 

「30年のシスターフッド-‘70年代ウーマンリブの女たち」 

1970年代かけがえのない「私」を生きたいと声をあげた女たちの History 

   57分ドキュメンタリー 

   監督 山上千恵子 瀬山紀子 音楽:MASA/Ahn Hea Kyoung 

  30年余り前、女であることの生きがたさを声にし、社会が決める枠組みを 

 超えて、自分の場所から妥協することなく自分の生き方を探してきた女達。 

 リブは今も一人一人の中で確かに生きていました。 

 1970年代の日本のウーマンリブを生きたおんなたちの語りから、ウーマン 

 リブを伝え、彼女達が開いてくれた道とその現在の位置を知ろうと作られた 

 ドキュメンタリーです。 

mailto:wws1986@hotmail.com


 - 14 - 

 
 

 

 
 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料室 
ご意見・資料コピー請求は下記（川澄）までどうぞ。 

tel､fax：052-681-6727 mail：nenn_ne@m5.dion.ne.jp  

 

女たちの元気流 [おんな労働組合(関西)] 

         174 号 

 ・行政訴訟-控訴審はじまる！！･･･

国鉄の清算事業団にからむ裁判だが、筆

者には難しくてコメント不能。旧国鉄労

働者が受けた不利益を闘っている裁判

だという認識があるのみ。ごめんさな

い。組合から物資の購入支援がくれば、

またきっと買いますから。 

 ・村上学園団交行われる！･･･地労委

の斡旋で誠実な協議をすることが約束

され、悪質復学長不在と弁護士同席で話

はスムーズに進んだとのこと。テープを

採り、回答を文書確認するという手続き

も確認され、次回団交は９月 22 日。 

・障害者自立支援法ってどんな法？･･･ 

参院解散で確か廃案になったと思うけ

ど（確認とれず）ﾎﾟｲﾝﾄは、①行政の査

定による支給決定②応能負担から 1 割

の応益負担へ。③精神障害者の医療費負

担が市町村によって無料や 0.5 割負担

だったのが原則３割負担へ等々で、大変

なことになる法律だったようだ。 

・「成果報酬」･･･家電量販店で成果報酬

制度を導入したところ、お客さんの取り

合いとなり、人間関係は悪化、仕事の協

力関係が破綻、雑務処理をしないという

マイナスばかりとなり、結局制度は廃止

されたとの報告。新しいシステムってい

いことばかりじゃないですね。 

 

VOICE OF WOMEN 
[日本女性学研究会] ＮＯ263  

  

・男女共同参画のための女性学・ジェン

ダー研究・交流フォーラム（ヌエック 8

月 26 日～28 日）での話題提供･･･「見え

にくい主婦のひきこもりとその脱却支援

について」 仕事をしていない主婦は非

常な孤独を感じている．離婚例会でも電

話で「参加したいが出歩いた事がない．

生き方のわからない」「夫に黙って出歩く

ことができない」と訴える人が多い。子

供が引きこもると母親までひきこもって

しまうケースがあるという。当事者と一

緒に具体的支援方法を考えていくとい

う。 

 ・「編集後記」より･･･「池上曽根遺跡」

（和泉市）の教育委員会作成の作成パン

フのコラムへ怒り心頭！「冬至の日には

南の柱から北の柱に向かい寄り添うよう

に影が伸びます」の記述には「寄り添う

とはなんだ！女は男に寄り添うものと言

わんばかり」、「夏至の日の出の光景はま

さしく女性を貫く男性の姿を想起させま

す」の記述に「『貫く』とは何だ！！！ペ

ニスの挿入を『貫く』と表現するのは、

全く不快。」と反論。オチはこの遺跡の首

長が男であった証拠はない弥生時代は女

性の主張も例のあるとのこと。  

ッたく・・・。 

明日来 
[がっこうコミュニテイユニオン]  18-4,5 号 

 いろいろ情報が得られる会報である。 

①ｱｽﾍﾞｽﾄはﾎｰﾑｾﾝﾀｰで現在も売られてい

る。②ｱｽﾍﾞｽﾄは 2008 年まで使われる③

女子大生が電車でﾍﾟﾃﾞｲｷｭｱを塗ってい

て揮発性のにおいて気分が悪くなった

人がいる④『女王の教室』のマヤは理路

整然、虚飾を廃し現実をみつめ、バカ親

をいなす腕前は超一流⑤アスクは県に

登録した組合である 

 

 

 

 

 

 

愛知女性研究者の会会報  203,4号 

 6 月例会報告：「社会福祉教育とｼﾞｪﾝ

ﾀﾞｰ･ｾﾝｼﾃｲﾌﾞ・ｶﾘｷｭﾗﾑ（GSC）」 1990

年代以降に福祉系の学部学科が急増。そ

の 6 割が GSC を開講しているが、積極

的なところとそうでないところが２極

化。専門課程には普及しておらず、非常

勤が多い。 

2005 年度総会：「今自治体の子ども政

策を検証する-子どもの権利の視点から 

森田明美」 

mailto:nenn_ne@m5.dion.ne.jp
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NEU ふれあい通信      68、69 号 

 [名古屋ふれあいユニオン] 

 「違法派遣に対する取り組み－It 業界に

はびこる偽装請負・多重派遣と向き合う」 

  ﾃｰﾋﾟｰｴｽｻｰﾋﾞｽ（株）から東芝の四日市

工場でｻｰﾊﾞｰ運用の業務に派遣されたの

に、気がついたら間に２社も会社が介在し

たという。これは、違法な雇用形態で、非

常に悪質かつ異常であるとのこと。 

 なかなかピンときませんが皆さん気をつ

けてください。自分だけでなく家族知人にも

気を配りましょう。 

 オススメDVD、VT「歌は何のために－ジ

ョリモーム路上ｺﾝｻｰﾄ」 ２０分 ３,０００円 

男女差別賃金をなくす連絡会ニュース 
            2005７月、８月号  

・日立の職場状況深刻化。派遣職員の事

故、残業、精神障害休職、偽装請負・・・ 

・芝信･･･史上最高の利益をあげても人

件費は下がる、実質賃下げ。正規職員を

採用せず「派遣で充分」と経営者。女性

５名のうち４名が既婚者（３名子持）。 

・EU 憲法：どうしてドイツ、フランス

の労働者は EU 憲法にノンと言ったか。

研究の必要あり。新自由主義に染まった

イギリスの主導のもの、社会保障の理念

が消えたことか・・・ 

・「雇用均等分科会中間取りまとめの争

点」均等待遇ｱｸｼｮﾝ２１事務局作成。 

 皆さん、意見をだされましたか。ひと

りで考えていてもうまく言えませんね。

ﾓﾝﾓﾝとしながら 31日の夜 11時前にやっ

とﾒｰﾙしたものの、ほとんど例文どおり

で、自己嫌悪におちいった筆者でした。 

それゆけ女たち  nｏ.146 

[ｾｸｼｭｱﾙﾊﾗｽﾒﾝﾄと斗う労働組合ぱあぷる] 

・改憲派の「家族」を検討する･･･要

するに“24 条の命ずる男女平等家族で

は、国を守るために立ち上がる男性も、

そうした男性を支える女性も育たない”

ということだ。「あるべき家族」を保護

しそれ以外は保護しないという恐ろし

い考え方。 

・メキシイのテレビドラマは桁はず

れ･･･毎日同じドラマを一週間。190回続

く。10 時といっても５分 10 分はおくれ

る。毎日見ると登場人物が家族のように

感じられてくる。 

・「フェミニズムはみんなのもの」ベ

ル・フックス著（新水社）を読んで･･･

アメリカでもバックラッシュ勢力に圧

倒されているフェミニズムに「ここから

再び運動をつくろう」と訴える著者。発

言力を持つ女性の活躍の影で人種差別

と貧困にくるしむ女性が層として生み

出されていること、外面の美を相変わら

ず求められ強迫観念からの摂食障害な

ど深刻な問題となっていることを強調。 

あごら札幌    NO.260 
 [あごら札幌] 

・館長雇止め・バクラッシュ裁判 三井

マリ子さんに聞く 

 三井さんの「男を消せ！」という著作

にﾉﾙｳｴｰ政界で女性が躍進した裏にあっ

た女の作戦が紹介されているという。そ

して女性が進出した。今回の小泉の放っ

た刺客は道具だ、政略結婚と同じ発想、

道具は簡単に戦争に使われる！･･･同

感。 

・会報の主筆（？）の谷百合子さんを紹

介する新聞記事：「無防備地域宣言」し

た自治体は「非戦ゾーン」として敵味方

双方の武力行使が禁止される（ｼﾞｭﾈｰﾌﾞ

条約追加第一議定書）そうで、彼女は「無

防備・非核ﾈｯﾄﾜｰｸ北海道」を立ち上げ、

札幌市や道内自治体での条例化に向け

学習会を開いているとのこと。「国が米

軍に協力するなら仕方ないとあきらめ

るのではなく、非戦の方法を探し努力す

ることが大事」初耳、ビックリ！いいか

も！！ 


